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賞 作　　品　　名 材　　　質 作　　者　　名 市　町　村　名

福 島 県 会 津 地 方 振 興 局 長 賞 手 さ げ バ ッ グ ヒ ロ ロ
ア カ ソ 阿 部 節 子 柳 津 町

三 島 町 長 賞 手 さ げ カ ゴ
( 巾 着 ) 山 ブ ド ウ 五 十 嵐 喜 良 三 島 町

三 島 町 議 会 議 長 賞 クルミ　レディース ク ル ミ 五 十 嵐 富 一 三 島 町

奥会津三島編組品振興協議会長賞
またたびのザル ( 大 ) マ タ タ ビ 平 野 良 紀 会 津 坂 下 町

手 提 げ バ ッ グ ヒ ロ ロ
モ ワ ダ 角 田 ツ ヤ 子 三 島 町

会 津 若 松 市 長 賞 胡 桃 風 炉 先 屏 風 ク ル ミ 小 柴 ひ と み 会 津 若 松 市

北 塩 原 村 長 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 赤 　 城 　 弘 　 美 北 塩 原 村

会 津 坂 下 町 長 賞 手 提 げ バ ッ グ ヒ ロ ロ
ア カ ソ 和 泉 田 留 美 子 会 津 坂 下 町

湯 川 村 長 賞 手 提 げ バ ッ グ
ヒ ロ ロ
ア カ ソ
ミ ョ ウ ガ

大 山 達 朗 会 津 若 松 市

柳 津 町 長 賞 浅 ザ ル
( 茶 菓 子 入 れ ) マ タ タ ビ 岩 渕 清 隆 柳 津 町

会 津 美 里 町 長 賞 猫 ち ぐ ら
( ４ ５ ・ 一 体 型 ) ワ ラ 須 田 新 也 会 津 若 松 市

金 山 町 長 賞 浅 笊 マ タ タ ビ 角 田 恵 治 金 山 町

昭 和 村 長 賞 モ ミ 通 し 根 曲 り 竹 三 星 智 善 喜 多 方 市

只 見 町 長 賞 浅 ザ ル マ タ タ ビ 栗 城 新 五 金 山 町

檜 枝 岐 村 長 賞 す い の う マ タ タ ビ 佐 瀬 梅 次 会 津 坂 下 町

福 島 民 報 社 賞 手 提 げ バ ッ グ 山 ブ ド ウ 鈴 木 タ ケ 子 北 塩 原 村

福 島 民 友 新 聞 社 賞 山 ブ ド ウ ツ ル
張 り ゲ タ ( 男 ) 山 ブ ド ウ 折 笠 春 光 会 津 坂 下 町

第 21 回会津の編み組工芸品展受賞者
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節
子
さ
ん
に
会
津
地
方
振
興
局
長
賞

　

第
21
回
会
津
の
編
み
組
工
芸
品
展
は
10
月
11
日
・

12
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
津
地
域
の
63
名
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
４
３
５
点
を
審

査
し
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手
さ
げ
バ
ッ
グ
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ヒ
ロ
ロ
・
ア
カ
ソ
）
を
出

品
し
た
阿
部
節
子
さ
ん
（
柳
津
町
）
が
最
高
賞
の
福

島
県
会
津
地
方
振
興
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

開
場
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時
に
、
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気
の
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ブ
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バ
ッ
グ
や
マ

タ
タ
ビ
細
工
な
ど
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
工
芸
館
で
、「
も
の
づ
く
り

再さ
い
こ
う光
展
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ

た
工
人
の
方
々
に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
連
休
だ
っ
た
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と
も
あ
り
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多
く
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が
会
場
に

足
を
運
び
、
延
べ
１
０
０
０
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

 ▲阿部節子さんの作品「手さげバッグ」

 ▲会津地方振興局長賞を受賞した阿部節子さん ▲多くの来場者でにぎわった会場

桐陽祭
　10 月 25 日、三島中学校体育館において、「桐陽祭」が開催されました。
　今年は、「One for all,All for one ～全員主役～」をテーマに、生徒一人ひとりが力を合わせ、ステージ発表や展示、
工夫を凝らした催しなど日頃の学習や活動の成果を発表しました。

◀
桐
陽
祭
の
大
成
功
を
喜
ぶ
、
中
学
校
の
先
生
と
生
徒

▲ オープニングセレモニー ▲ 総合的な学習の発表　１年「みしま中テレニュース」

▲ 総合的な学習の発表　３年「平和学習のまとめ」▲ 総合的な学習の発表　２年「Back to the Future 
　 M-version」

（敬称略）

One for all All for one
～ 全 員 主 役 ～

2025.112025.11広報みしま広報みしま 23 広報みしま広報みしま2025.112025.11



　現在、町では令和８年度からスタートする第五次後期基本計画の策定に取り組んでいます。その策定の基
礎となる令和６年度に実施した住民意識調査結果の集計結果を報告します。

三島町振興計画（第五次後期基本計画）
策定に向けたアンケート調査集計結果

調 査 目 的 現在の町施策に対する評価や今後取り組むべき施策等について調査し、後期基本計画策定の参考とする。
調 査 対 象 18 歳以上の町民 1,239 人

回 答 率
回答数：684 人（郵送：614 人、WEB：70 人）
回答率：55.2％

世代別回答率

「10 歳代」20.0％ (3/15)　　　　「20 歳代」37.0％ (27/73)　
「30 歳代」48.1％ (39/81)　　 　「40 歳代」57.7％ (71/123)　
「50 歳代」40.6％ (52/128)　  　「60 歳代」64.1％ (132/206)
「70 歳代」71.1％ (217/305)　　「80 歳以上」43.8％ (135/308)
※カッコ内は ( 回答人数 / 配布人数 )

調査概要

設問 あなたの年齢をお答えください。

結果 回答者 684 人中、「70 代以上」が最も多く 31.7％、
次いで「80 代」が 19.7％、「60 代」が 19.3％、「40
代」が 10.4％、「50 代」が 7.6％となっています。

設問 あなたの家族構成をお答えください。

結果 「親子」が最も多く 33.2％、次いで「夫婦のみ」が
31.9％、「単身」が 18.9％、「三世代以上」が 9.1％、
となっています。

設問 あなたの職業をお答えください。

結果 「無職（ご退職された方を含む）」が最も多く
40.6％、次いで「会社員・役員・公務員」が
26.0％、「専業主婦・専業主夫」が 9.6％、「パート・
アルバイト」が 8.8％となっています。

設問 これからも三島町に住み続けたいですか？

結果 「住み続けたいと思う」が最も多く 65.1％、次いで
「わからない」が 20.2％、「住み続けたくない」が
9.9％となっています。
三島町で暮らしたい方（「住み続けたいと思う」と

「進学・就職等で離れるが、いずれ戻りたい」の合計）
が 66.0％となっています。

設問 これからも住み続けたいと思える町にするために
重要なことは何ですか？（一人３つまで選択可能）

結果 「医療や福祉体制の充実」が 55.0％と最も多く、次
いで「日常の買い物ができる環境整備」が 34.1％、

「働く場の充実」が 30.7％。

設問 県立宮下病院跡地にどのような施設や機能を期待
しますか？（自由記述）

結果 「公園」と回答した人が最も多く 124 票、次いで「イ
ベント（が開催できるような場所）」は 66 票、「駐
車場」58 票となった。

設問 第五次三島町振興計画に掲げる施策の満足度につ
いて教えてください。

結果 満足と思う方の割合が最も高い項目は「7. 医療体
制の確保」（31.0％）となっています。
不満と思う方の割合が最も高い項目は「1. 出会い・
結婚」（25.0％）となっています。

設問 第五次三島町振興計画に掲げる施策の重要度につ
いて教えてください。

結果 重要と考える方の割合が最も高い項目は「7. 医療
体制の確保」（67.4％）、次いで「20. 道路・上下水道」

（62.3％）、「19. 交通」（61.7％）となっています。

10 歳代
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20 歳代

40 歳代

50 歳代

70 歳代

80 歳代以上 

無回答・無効回答

60 歳代

0.4％1.2％

19.7％

31.7％ 19.3％

7.6％

10.4％

5.7％

3.9％

会社員・役員・公務員

自営業

専業主婦・専業主夫

パート・アルバイト

学生

無職（ご退職された方を含む）

その他

無回答・無効回答

4.1％

40.6％

0.9％

1.8％

26.0％

8.2％

9.6％
8.8％

単身

夫婦のみ
親子
三世代以上
その他

無回答・無効回答

2.2％

4.8％

9.1％

33.2％ 31.9％

18.9％

住み続けたいと思う

進学・就職等で離れるが、
いずれ戻りたい
住み続けたくない

分からない

その他

無回答・無効回答

1.6％2.3％

9.9％

0.9％

20.2％

65.1％

医療や福祉体制の充実 55.0％
7.3％教育環境の充実

自宅の維持に関する支援（草刈りや除雪の支援等）
子どもを育む施設の整備（図書館、室内遊び場、公園など）
空き家対策の支援
町営住宅の整備（世帯用・単身用）
宅地の開発・分譲
自宅改修・修繕に対する支援
働く場の充実
起業しやすい環境づくり
日常の買い物ができる環境整備
公共交通の利便性向上
災害・防犯に備えた体制整備
美しい街並みの整備
脱炭素化に向けた支援の充実（太陽光発電や電気自動車の導入補助等）
自然環境や風景の維持
その他
無回答・無効回答

8.8％
9.5％

1.8％
2.0％

4.2％

2.8％
1.3％

6.7％
3.1％

8.8％

25.7％

16.8％
30.7％

34.1％
22.4％

8.9％

公園・広場
イベント

駐車場

空き地・施設不要
店舗

運動

遊び場

災害時に活用

コミュニティスペース

宅地
福祉施設

温泉
学校・図書館等
働く場

町営住宅

その他

124
66

58
49

33
32

13
9
9
7

34

6
4
4
4
3

1. 出会い・結婚

2. 子育て支援

3. 学校教育

4. 移住・定住

5. 健康づくり

6. 高齢者・障がい社福祉

7. 医療体制の確保

8. 農業

9. 林業

10. 商工・観光

11. 関係人口

12.再生可能エネルギー

13. 歴史・文化
14. 生活工芸

15. 生涯学習

16. 協働のまちづくり

17. 防災・防犯・感染症対策

18.ICT（情報通信技術）

19. 交通

20. 道路・上下水道

21. 行財政運営

1. 出会い・結婚

2. 子育て支援

3. 学校教育

4. 移住・定住

5. 健康づくり

6. 高齢者・障がい社福祉

7. 医療体制の確保

8. 農業

9. 林業

10. 商工・観光

11. 関係人口

12.再生可能エネルギー

13. 歴史・文化
14. 生活工芸

15. 生涯学習

16. 協働のまちづくり

17. 防災・防犯・感染症対策

18.ICT（情報通信技術）

19. 交通

20. 道路・上下水道

21. 行財政運営

35.4％ 12.4％ 12.6％ 34.6％

11.0％ 37.0％ 6.4％ 38.2％
5.6％ 14.2％ 37.7％ 36.4％

7.7％ 44.2％ 10.5％ 29.5％

6.4％ 18.4％ 45.8％ 24.3％

5.3％ 16.7％ 44.7％ 25.6％

7.2％ 23.8％ 38.5％ 22.7％

8.6％ 42.7％ 13.6％ 27.9％

6.0％ 43.9％ 13.2％ 5.1％

11.3％ 43.9％ 10.4％5.3％

7.2％ 49.6％ 7.3％

48.1％ 7.6％ 32.6％

9.9％ 49.4％ 5.8％ 29.5％

5.1％ 16.4％ 43.6％ 26.6％

12.0％ 49.4％ 5.7％ 26.9％

11.7％ 46.2％ 7.9％ 28.9％

5.3％ 13.5％ 44.0％ 7.0％

6.1％ 46.3％ 9.5％ 29.7％

8.0％ 17.4％ 35.7％ 10.1％

8.0％ 19.3％ 36.4％ 8.3％

8.2％ 41.4％ 11.4％ 7.3％

5.6％

5.6％

30.3％

30.3％

27.5％

26.9％

6.1％

24.6％

25.0％

29.2％

29.7％ 15.9％ 19.2％ 28.1％

38.5％ 11.8％ 17.5％ 31.1％

38.0％ 12.4％ 17.3％ 31.1％

32.5％ 18.7％ 22.5％ 22.8％

34.9％ 21.8％ 23.1％ 18.3％

40.1％ 17.7％ 21.8％ 18.7％

50.6％ 16.8％ 15.2％ 16.4％

31.1％ 20.0％ 23.5％ 22.2％

24.1％ 16.8％ 28.9％

29.1％ 21.9％ 23.1％

12.0％ 20.2％ 33.0％

12.1％ 31.1％ 27.3％

17.5％ 19.4％ 32.3％ 24.7％

24.0％ 20.0％ 29.4％ 21.8％

15.8％ 21.8％ 35.8％ 22.4％

23.2％ 22.2％ 26.3％ 24.3％

40.5％ 18.6％ 18.3％ 21.2％

16.8％ 20.9％ 29.8％ 26.5％

41.7％ 20.0％ 18.0％

46.2％ 16.1％ 16.1％

34.9％ 14.3％ 24.4％

24.9％

25.3％

22.5％

19.2％

20.9％

25.0％

6.9％

17.5％ 8.5％

※ 5.0% 以上表示
※ 5.0% 以上表示

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 無回答・無効回答
重要 まあ重要 普通 あまり重要ではない 重要ではない 無回答・無効回答
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地区防災訓練・三島町消防団秋季検閲式開催

　令和 7 年度の地区防災訓練が、10 月 5 日、早戸地区において行われました。
　この訓練は、災害が発生したときに、まず自分自身の身の安全を守る「自助」、地域住民が協力して助け合
いより多くの命を救うための「共助」、そして、消防職員・消防団・役場職員・警察組織などの公的機関によ
る援助・救助の「公助」の各過程について、実際に確認して身に付けることを目的として実施しています。
　訓練には早戸地区住民及び消防団滝原早戸班の約 20 名が参加し、会津坂下消防署三島出張所員と消防団
幹部の指導のもと、消火栓やホースの使い方の講習、通報訓練、消火訓練などを実施しました。
　訓練終了後には、福島県災害対策課の職員を講師として自主防災組織に関する講義を行い、自分や家族の
命を守るためには、日常から災害に備えておくことや地区住民同士のつながりが大切なことを改めて認識し
ました。

　令和 7 年三島町消防団秋季検閲式が、10 月 19 日、三島町中学校体育館で行われました。
　検閲式は消防団員の規律、士気、装備などを点検し、日頃の訓練成果を確認する大切な訓練の一つです。
前日の雨の影響により室内での開催となりましたが、団員約 60 名が出席し、点検者である福島県消防協会
会津坂下支部長（長谷川孝一会津坂下消防団長）から通常点検・小隊訓練の点検を受けました。
　また、11 名の方への永年勤続表彰も行われ、受彰者代表の謝辞では、「より一層精進して住民の信頼に応
えることを誓いたい」と決意を新たにしていました。
　三島町消防団は、三島町が災害・火災のない安心して暮らせる町となるよう、今後も消防・防災活動に取
り組んでまいります。

「福島県防災アプリ」を活用して災害に備えましょう！

地区防災訓練

災害への備え秋季検閲式

　「福島県防災アプリ」は、いざという時に速やかに避難するた
めの情報や機能が集約されたアプリです。さまざまな防災情報の
通知、ハザードマップの確認、避難所の開設状況や混雑状況の検
索、自分に合った避難計画（マイ避難シート）の作成など、多く
の機能を備えていますので、事前に「福島県防災アプリ」をダウ
ンロードして災害に備えましょう。
　また、景品が当たるキャンペーンも実施されていますので、こ
の機会にぜひ家族や友人にもお声がけのうえ、「福島県防災アプ
リ」でマイ避難シートを作成し、ご応募ください。
　アプリやキャンペーンの詳細は、右記チラシや次の QR コード
を読み取って、福島県の HP をご覧ください。

▲ 訓練に参加した地区の方と消防団員

▲ 県の災害対策課職員による「自主防災組織」の講義

▲ 放水のためのホースの延長

▲ 地区住民による放水訓練

▲ 防災無線を使用した避難放送訓練

▲ 永年勤続表彰を受ける団員

福島県 HP の特設サイト ▶

▲ 通常点検と小隊訓練の様子
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　　知っていますか？
　　プラスチックごみと

　　地球温暖化の関係
　強い寒波やゲリラ豪雨（線状降水帯）・異常な暑さなど、地球温暖化による気候変動は三島町にも影響して
います。ゴミの分別の中に「プラスチック製容器包装」という分類があるのをご存じと思いますが、プラスチッ
ク製品をしっかり分別して収集に出すことは、可燃ごみの減量に繋がるだけでなく、地球温暖化※を悪化さ
せない観点からも重要です。

※ 2015 年に締結されたパリ協定では、産業革命以降の地球全体の平均気温の
上昇を最低でも 2.0℃以下、可能であれば 1.5℃以下とすることが合意されまし
た。IPCC（気候変動に関する政府間パネル）が 2018 年に公表した「1.5℃特
別報告書」によると、1.5℃目標を達成するには、2030 年までに 2010 年比で
世界全体の二酸化炭素（CO2）排出量を約 45％削減することが必要です。
　三島町は業務・その他部門において、2030 年までに 2015 年比で CO2 排出
量を 50％削減する目標を掲げています。

プラスチックの分別に関するよくある誤解

プラスチックは燃えるゴミとして焼却処分できるので、燃えるゴミに出してよい

　確かに、プラスチックは燃えますし、焼却炉で完全燃焼させることでダイオ
キシンなどの有害物質も発生しません。しかし、燃やすと原料である石油由来
の CO2 が大気中に放出され地球温暖化を加速させてしまいます。きちんと分別
しリサイクルすることで発生する CO2 を減らすことができます。
　下記に、プラスチックを燃やした場合・新たに製造した場合・リサイクルし
た場合それぞれの CO2 排出量を整理しました（これらの量は焼却炉の性能や電
力構成によって変動します）。

▼ 容器包装プラスチックを想定した 1kg あたりの CO2 排出量（kg-CO2）

焼却処分 新しいプラスチックの製造 リサイクル

2.8 2.5 1.0

　リサイクルの過程でも CO2 は発生しますが、焼却処分するより 3 分の 1 以下に抑えられる
ことが分かります。またリサイクルは、新しいプラスチックの製造を減らすことにも繋がりま
す。
　三島町で令和６年度に収集された、プラスチック資源ゴミの総量は 5.2 トンでした。仮に 5.2
トンのプラスチックが 100% リサイクルされた場合、燃やした場合と比べて 9.3 トンの CO2
削減効果があります。これは、適切に管理された 1 ヘクタールの杉林が一年間で吸収する CO2
の量に相当します。

正しい分別「３つの注意点」

　プラスチックごみを分別し
て捨てる際には注意点が 3 つ
あります。これらを守らなけ
ればせっかく分別して出した
ものが結局燃やされてしまっ
たり、余計な作業が発生した
りします。

【注意点 1】異物を混入させないでください
　異物の混入を防ぐために、シャンプーなど中身がある容器は、最後ま
で使い切りましょう。

【注意点 2】 軽くすすぐ、または汚れを拭き取る
　食べ物の汚れなどが残っていると、リサイクルできず結局燃やされて
しまうことがあります。プラスチック容器は水で軽くすすぐか、紙など
で拭き取りましょう。汚れがひどいものは「燃えるごみ」に捨ててくだ
さい。

【注意点 3】 中身が見えるように捨ててください
　プラスチックごみを小さいビニール袋で包んだまま、大きな袋に入れ
ると、外側から見て中身の状態が分かりません。ビニール袋で包んだプ
ラスチックごみを分別するときは、中身が見えるようにビニール袋を開
くか破ってから捨ててください。

　　
　　プラスチックごみと

　　地球温暖化の関係

ゴ
ミ
特
集
vol.5

まちまちの話題の話題

鈴木庄蔵氏が副町長に就任鈴木庄蔵氏が副町長に就任

　10 月 1 日、鈴木庄蔵氏が新たに副町長に就任されました。
　産業建設課、地域政策課、総務課で課長を務め退職された後は、再任用職員として、
地域政策課で町政を支えていただいておりました。
　この度、三島町政に長く携われた知識と経験を請われ、「必要とされるならば、そ
の想いに応えたい。副町長として新たなステージで町のために力を尽くしてまいり
ます。」と就任のあいさつをされました。

五十嵐豊子氏が教育委員に再任されました五十嵐豊子氏が教育委員に再任されました
　10 月 1 日、五十嵐豊子氏が教育委員に再任されました。（３期目）
　五十嵐委員は、平成 29 年 10 月 1 日から教育委員に就任され、
令和 4 年 7 月 1 日からは教育長職務代理者として教育行政の円滑
な運営に尽力していただきました。これまでの豊富な経験を生かし、
引き続き、学校教育や社会教育の充実にご尽力いただけることを期
待いたします。
　教育委員会は、月に 1 回程度の定例会のほか、必要に応じて臨
時会を開催しています。委員会は、教育長と 4 人の委員によって
構成され、委員は町長が議会の同意を得て任命します。任期は、
教育長が 3 年、教育委員は 4 年で再任も可能です。

※汚れの程度や、プラスチックごみの詳細な処分方法につきましては、
　町民課 ☎（48）5555 までお問い合わせください。
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まちまちの話題の話題

　【宮下】収穫の秋！「田んぼの学校」脱穀作業 小島　純さん

　10 月 15 日、絶好の秋晴れの中、宮下地区との交流事業の脱穀
作業が宮下ふれあい公園「びおたん」で行われました。
　三島小学校５，６年生 13 名と先生方、地区のびおたん倶楽部会
員、町づくり応援隊の皆さん、農業委員、地区委員の皆さんが参
加しました。
　近藤勇彦宮下区長の挨拶のあと、二瓶農業委員会会長さんより、
脱穀に使う「千歯こき」や「足踏み脱穀機」の使い方の説明を受け、
応援隊の皆さんの補助を受けながら、悪戦苦闘しながらも楽しく作
業に汗を流しました。
　収穫されたもち米は来月の「おばあちゃんの味」でふるまわれる
予定です。

▶ 

右
か
ら
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

坂
下
営
業
所
長
小
菅
菊
仁
さ
ん
、
矢
澤
町

長
、
鈴
木
礼
さ
ん

ご寄附ありがとうございます
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　交流センター山びこでは、只見線全線再開通３周年を記念し、奥会津郷土写真家・星賢孝氏と奥会津写真
家集団「写

し ゃ す け ね

好景嶺」撮影による大判の写真を数十枚展示した企画展を 10 月 19 日から開催しています。そ
のほか、鉄道ジオラマ作家・佐藤英也氏による「滝谷川橋梁」や「第四只見川橋梁」の精巧なジオラマ、大
竹惠子氏や斎藤志登美氏のイラスト、三島町内の只見線関連の古写真なども展示しています。
　10 月 19 日には星賢孝氏と「写好景嶺」の方々による展示解説会が行われ、来場者は写真を見ながらお
話に耳を傾けていました。11 月 23 日午前 11 時からも同様の展示解説会が開催されます。展示会は 11 月
30 日正午までとなっていますので、この機会に是非足をお運びください。

只見線全線再開通３周年を記念した写真展が開催中です！

▲ 展示された精巧なジオラマ

　佐久間建設工業株式会社代表取締役佐藤岩男社長へ日
本赤十字社三島分区長の矢澤町長より「日本赤十字社本
社感謝状」が 10 月 20 日に伝達されました。
　同社は、日本赤十字社への多額の寄附により赤十字事
業の進展に多大の貢献をされました。

佐久間建設工業株式会社へ

▲ 矢澤源成町長（左）と佐藤岩男代表取締役社長（右）

日本赤十字社本社感謝状の伝達

　【宮下】秋晴れの中、そばの脱穀作業 小島　純さん

　10 月 18 日、午前８時 30 分から宮下活性化センター広場で「そ
ばの花でいっぱいの景観づくり運動」応援団の皆さんの協力を得
てそばの脱穀作業を行いました。
　10 月 10 日に刈り取り作業を実施したところ、今年は倒れている
そばの穂が多く、刈り取りに苦労しました。
　昨年より収穫量はかなり少なくなりましたが、参加した皆さんは
一生懸命作業に汗を流しました。
　午前中に作業を終え、昼食には「からんころん」で手打ちそば
がふるまわれました。
　「収穫祭」は来月 24 日、「宮下活性化センター」で行われる予定
です。

町民記者通信町民記者通信

三島中学校３年生による修学旅行の成果報告
　10 月６日、三島中学校３年生４名は、９月 17 日から 19 日の
期間で体験した沖縄県への修学旅行の成果報告を町長に行いまし
た。
　戦争にまつわる史跡を訪れた生徒たちからは、「戦争を二度と
起こさない決意」「平和を強く願う意思」が語られました。
　今回の学習を通し、生徒たちは戦争の悲惨さや平和の尊さを実
感し、日常の大切さや自分たちにできる行動について考える貴重
な機会となりました。三島町としても、今後も生徒たちの学びを
支援し、平和への意識を育む取組を続けてまいります。

▲ 修学旅行の成果報告に訪れた三島中学校３年生４人

まちまちの話題の話題

▲ 作品の解説をする星賢孝さん
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国庫支出金
7,565万円
（2.9%）

◆令和７年４月１日現在の初任給

職員数（A） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） 1 人当たりの
給与費（B ／ A）

43 1 億 6,235 万円 3,269 万円 6,466 万 円 2 億 5,970 万円 603 万円

◆職員給与費の状況（令和６年度普通会計決算）

㊟職員数は令和６年４月１日現在。職員手当には退職手当を含まない。

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.3 歳 31 万 4,704 円 36 万 7,351 円

◆職員の平均年齢、平均給料・給与の月額

㊟令和 7 年４月１日現在の給与＝給料＋諸手当

区　分 役　職 月　額 期末手当（令和６年度支給割合）

6 月期 12 月期 計

給　料
町　長 69 万 4,000 円

1.4 月分 1.5 月分 2.9 月分

副町長 55 万 9,000 円
教育長 52 万 7,000 円

報　酬
議　長 25 万 1,000 円
副議長 20 万 5,000 円
議　員 18 万 5,000 円

◆令和７年４月１日現在の特別職の報酬等

6 月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.275 月分 2.5 月分
勤勉手当 １月分 1.1 月分 2.1 月分

◆職員手当の状況

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続 20 年 19.6695 月分 24.5868 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.2707 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他の手当 扶養手当 住居手当 通勤手当 時間外手当 寒冷地手当

1 人当たりの
平均支給年額

20 万 5,700 円 25 万 1,200 円 16 万 2,300 円 34 万 6,300 円 6 万 5,800 円

町
職
員
の
給
与
と

定
員
管
理
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

部　　門 職員数 前年度からの増減

一 般 行 政 部 門

議 会 1    0
総 務 16 +1
税 務 2    0
民 生 7 -1
衛 生 3    0
農 林 水 産 4    0
商 工 3    0
土 木 2 -1
小 計 38 -1

特 別 行 政 部 門 教 育 5    0

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 1    0
国 保 1    0
そ の 他 1    0
小 計 3    0

合　　計 46 -1

◆部門別職員数の状況（令和７年 4 月 1 日現在）

㊟職員数は一般職に属する人数であり、町長、副町長、教育長、再任用短時間
　勤務職員、会計年度任用職員は除いています。

歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B ／ A）

26 億 4,490 万円 1 億 9,505 万円 4 億 7,462 万円 17.9％

◆人件費の状況（令和６年度普通会計決算）

㊟人件費には非常勤の特別職に支給する給料や報酬も含みます。

住民基本台帳人口（令和 7 年 4 月 1 日現在）1,311 人
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☎
（
48
）
５
５
１
１

（令和６年度決算）

（令和７年４月１日現在）（令和６年度支給割合）

学　歴 大学卒 短大卒 高校卒

初任給 22 万 4,600 円 20 万 7,900 円 19 万 1,300 円

　早戸にある温泉「つるの湯」のすぐ隣りにある木の
香りと優しい色味に癒される、おしゃれなカフェです。
　ポトフ、シチュー、カレーに香りのよいパンやサラ
ダなどがついた食事メニューのほか、ジェラートや焼
き菓子も販売しています。
　食材は福島県産材料にこだわっており、目の前を流
れる只見川は、川霧も見れますし、これからの時期だ
と紅葉も美しくなります。是非訪ねてみてください。

三島町の町中、役場のすぐそばにある食堂です。
　中に入ると、和と洋の様々な雑貨品が店内を所狭
しと飾り、味のある和の食堂と、洋のアンティーク
な喫茶店両方の不思議な味わいがあります。
　ラーメンやチャーハンなどの食事メニューの中で、

「地鶏の親子丼」が観光客の方に人気があるようで
す。

ぐ る め お ・い ・ し ・ い 三島

【中野屋食堂】【つるの Iori カフェ】

　間方の奥、入間方の先の山の中に小さな沢があります。
　木々に覆われたこの沢に太陽の光が差し込む時、水面の輝き
とは別に、沢の中で多くの小石に交じり、キラキラと何かが輝
きます。
　手に取ってみると、金色の小石です。
　よくよく沢を見ていくと、小石の他にも、表面にポツポツと
金色の粒を含む石もありました。
　地元間方の人も、この沢のことは知っていたようですが、金
の小石が沈んでいた事は知らなかったようです。
　石の正体は分かりません。
　山の中の小さな沢で、昔から人知れず陽が差し込む際には、
金色の輝きをひっそりと放っていたのでしょうね。

金色の小石が沈む沢【間方】

▲金の小石と、金の粒を含む石

た ん け ん わ ・ く ・ わ ・ く 三島三島

☎ 0241(42)7355 ☎ 0241(52)3015
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工
芸
館
だ
よ
り
　  

~
も
の
づ
く
り
の
伝
承
~

「身近な材料に触れる」　-編み組細工材料の紹介 -

　10 月 10 日、三島小学校の皆さんが全校遠足で、生活工芸館
へ立ち寄りました。かねてより「編み組細工の材料がどのよう
に生えているか教えて欲しい」というリクエストを頂いていた
ことから、実際に生えているところを見ながら紹介を行いまし
た。
　工芸館前に生えているヒロロを抜いて見せ、道路沿いのアカ
ソを剥き繊維を取り出し、葉が一部だけ白くなる特徴を持つマ
タタビを紹介しました。どれも採取時期とは異なり、葉が硬かっ

たり、細かったりする状態ではありましたが、どうやって抜くのか、どうやって剥くのか、興味深
く訊き、試す姿が印象的でした。皆さん持ち帰ったヒロロの葉は乾燥できましたか？ぜひ次は縄に
してみましょう。またのご来館をお待ちしております。

▲ ヒロロ獲得

問三島町生活工芸館　☎（48）5502

▲ 持ち帰り分▲ マタタビ発見

地
域
お
こ
し
協
力
隊

あ
わ
い
が
繋つ

な

ぐ
も
の
　
　
　

　
　
　
　
　
茂
田
　
龍
揮

コ
ラ
ム

　
﹁
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
﹂
全
国

協
議
会
の
全
国
大
会
を
視
察
す
る
た
め
北

海
道
の
美
瑛
町
に
出
張
し
ま
し
た
︒
開
催

地
の
美
瑛
町
は
、
全
国
協
議
会
の
加
盟
自

治
体
で
あ
り
﹁
日
本
で
最
も
美
し
い
村
﹂

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
町
で
も
あ
り
ま

す
︒
今
回
の
出
張
は
美
坂
高
原
を
基
軸
と

し
た
、
三
島
町
の
観
光
と
星
空
保
護
を
推

進
す
る
た
め
の
重
要
な
位
置
付
け
に
な
り

ま
す
︒

　

雄
大
な
丘
に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に

色
違
い
の
畑
が
広
が
る
風
景
や
、
白
金
の

青
い
池
は
、
近
代
以
降
に
人
の
手
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
景
観
で
す
︒
し
か
し
そ
れ
ら

は
、
観
光
誘
致
の
た
め
に
作
ら
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
厳
し
い
環
境
で
生

き
延
び
る
た
め
の
先
人
の
智
恵
と
、
自
然

界
の
偶
然
が
重
な
り
生
ま
れ
た
景
色
で
し

た
︒

　

多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
誘
客
を
期
待

し
た
施
設
な
ど
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
地

方
創
生
に
繋
が
り
ま
せ
ん
︒
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
地
方
の
衰
退
を
ま
す
ま
す
早
め
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
そ
う
で
は

な
く
、
そ
の
土
地
で
連れ
ん
め
ん綿
と
続
け
ら
れ

て
き
た
伝
統
的
な
生
活
を
見
直
し
磨
き

を
か
け
る
こ
と
が
﹁
日
本
で
最
も
美
し

い
村
﹂
の
基
本
理
念
に
も
通
じ
ま
す
︒

美
瑛
町
を
訪
れ
て
、
地
方
創
生
の
方
向

性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
三
島

町
文
化
祭
で
お
筝こ
と

と
昔
語
り
を
や
り
ま

す
︒
日
本
の
伝
統
芸
能
は
間ま

の
文
化
で

す
︒
間
は
あ
わ
い
と
も
読
み
ま
す
︒
そ

れ
は
時
計
の
針
の
よ
う
に
一
律
に
測
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
伸
び
た
り
膨ふ
く

ら
ん

だ
り
濃
く
な
っ
た
り
と
、
流
動
的
に
変

化
し
ま
す
︒
お
聞
き
い
た
だ
く
皆
様
と

の
あ
わ
い
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
表
現
が

紡
ぎ
出
さ
れ
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
︒

町民センターゆめぽけっと

図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599●図書の紹介●図書の紹介

こうやって
頭のなかを
言語化する。

荒木　俊哉　著

百木　一朗　著

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

櫻田　智也　著

※図書の返却は、返却ボックスに入れていただくだ
けで結構です。
　返却時に端末の操作は不要ですので、そのままボッ
クスにお入れください。
　ご協力をお願いします。

失われた貌

　張り巡らされた伏線、閃きを導く手がかり、
最後に裏返る真相、読後に意味合いを変えるタ
イトル
　ミステリに求めるすべてがここにある——。
これぞ、至高！

『蟬かえる』で日本推理作家協会賞、本格ミス
テリ大賞をＷ受賞した期待の新鋭、櫻田智也さ
んの初の長編『失われた貌』

すいどう

健康で元気な毎日！
vol.104

町民課保健福祉係　☎ 48-5565
流行と対策！

　令和 7年第 39 週（９月 22 日～９月 28 日）の感染症発生動向調査で、インフルエンザの定点当たり
報告数が 1.04（定点数／全国に約 3,000 か所、報告数／ 4,030）となりました。流行開始の目安として
いる 1.0 を上回ったことから、国は、全国的には今年もインフルエンザが流行シーズンに入ったと公表
しました。第 42 週（10 月 13 日～ 10 月 19 日）の調査では、福島県の数値は 3.17、会津は 2.33 でした。
寒さが厳しくなるにつれて感染者数も増加していくことが予想できますので、早めの対策で流行シー
ズンに備えましょう。

寒い季節も元気に
乗り越えよう！！

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。38℃以上の
発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が比較的急速に現れるのが特徴です。子どもでは
まれに急性脳症を、高齢の方や免疫力の低下している方では肺炎を伴う等、重症になることがあります。

インフルエンザってどんな病気？

インフルエンザは、１～３日間の潜伏期間があります。また、発症後３～７日間は鼻やのどからウイ
ルスを排出すると言われています。周りにインフルエンザ陽性の方がいる場合には、体調の変化に注
意しましょう。

他の人への感染を防ぐにはどうしたらいい？

　インフルエンザの予防には、うがい・手洗い・換気・
マスクの着用等の基本的な風邪予防に加えて、予防接
種も有効です。インフルエンザ予防接種は、発症を抑
える効果と、発症した場合の重症化防止に一定の効果
があります。接種後約２週間程度で効果が出始め、そ
の後約５カ月間持続します。接種料金等の詳細は、お
知らせ版を参考にしてください。

インフルエンザ予防接種について

アカソ採取の方法アカソ採取の方法

53

▲ 美瑛町の「青い池」
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ふれっく国環研だより
三島町の環境のこれからを考えるワークショップ

第 87 回

　9 月 11 日、三島町町民センターで「三島町の環境のこれからを考えるワークショップ　作ってみよう！
三島町もり年表～昔と今と未来のまちはどんなところ？～」が開催されました。このワークショップは、
国環研と町とで進めている町の森林について町民の皆さんがどのように考えているかを調べる共同研究
の一環で行ったもので、役場職員の方が 2 名、町民の方が 5 名参加し、町の地図を囲みながら三島町の
森林の “ 昔・今・未来 ” について意見を交わしました。
　大きめに印刷した三島町の地図を参加者で囲み、まずはかつての三島町の風景や暮らしに関する思い
出を語っていただきました。茅の群生地が広がり、タバコの栽培が盛んだったこと、美坂高原一帯が草
原であったことなどが挙げられました。当時は多くの人が頻繁に森林に出入りし、森林は生活の一部と
して身近な存在でした。また、名入地区には商店が複数あり、西方の農業水路ではどじょうを捕まえる
こともできたそうで、大林の山は今より広く、明るい印象だったとの声もありました。
　続けて、現在の三島町については、「山に人が入らなくなった」「所有者が分からない山が増えた」といっ
た声が多く聞かれました。全体として管理が行き届かず、整備されていないため針葉樹が密集し、日が
差し込みにくい森が増えているとお話ししてくださいました。大林の山はかつてより狭く暗くなり、西
方の水路はコンクリート化されました。かつての自然や生き物の様子が変化する一方、蛍や珍しい鳥な
どは今でも見ることができ、三島町の豊かな自然が守られている部分も語られました。
　また、高齢化によって森林整備の担い手が減少している現状への懸念が示され、「整備したくても人手
が足りない」「若い人が関わってくれるとありがたい」といった意見が出されました。
　こうした現状を踏まえ、未来の三島町について意見を伺ったところ、多くの方から「山に関わる人材
を増やすことが重要」との考えが示されました。大学や民間事業者が参加するしくみづくりや、体験活
動を通じた関心の喚起、地域への定住促進など、今後の方向性が話し合われました。
　さらに、「経済林として活かせる森を目指したい」「広葉樹やナラ、栗の木を増やす」「林道沿いの景観
を整える」「道沿いに桐の花を咲かせたい」「山に散歩道や薪ステーションを設けたい」など、多様な提
案が出されました。参加者の一人が意見を出すと、それをきっかけに他の参加者が新たなアイデアを重
ねていくなど、活発な意見交換の場となりました。

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　

　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572
筆者　常

ときわ

盤  達
たつひこ

彦

また遊びに来てね！

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第118回

戦
時
に
お
け
る
馬
の
徴ち

ょ
う
は
つ発や
鍛
錬

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎︵
52
︶２
１
６
５

　

近
代
の
日
本
に
お
い
て
、
戦
争
が
は
じ
ま
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
時
期
や
戦
時
に
、
馬
の
徴
ち
ょ
う
は
つ発

︵
強
制

的
な
取
り
立
て
︶
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
現
三
島
町
域

で
も
関
連
し
た
古
文
書
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒

　

一
つ
は
明
治
24
年
︵
１
８
９
１
︶
に
定
め
ら
れ
た

﹁
乗
馬
徴
発
取
扱
手
続
﹂
で
、
同
年
８
月
11
日
付
で
、

大
沼
郡
長
よ
り
村
長
宛あ
て

に
訓
令
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

文
面
に
は
検
査
・
徴
発
さ
れ
る
乗
馬
は
仙
台
台
ノ

原
︵
現
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
台
原
︶
に
牽ひ

き
出
す

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
地
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の

陸
軍
第
二
師
団
に
送
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
︒
要
項
に
よ
れ
ば
、
対
象
は
牡お
す

の
み
、
大
沼
郡
下

か
ら
仙
台
ま
で
長
距
離
の
た
め
乗
馬
操
作
者
に
は
往

復
旅
費
が
支
給
さ
れ
、
検
査
合
格
︵
徴
発
決
定
︶
の

際
は
、
賠
償
金
を
師
団
司
令
部
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の
時
代
に
、
実
際

に
現
三
島
町
域
か
ら
乗
馬
が
徴
発
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
︒

　

時
代
が
下
っ
て
、
昭
和
12
年
︵
１
９
３
７
︶、
当

時
支し

な那
事
変
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
日
中
戦
争
と
呼
称

さ
れ
る
戦
争
の
影
響
は
大
き
く
、
様
々
な
協
力
体
制

が
国
策
と
し
て
敷
か
れ
た
時
期
で
す
︒
事
変︵
戦
争
︶

が
起
き
た
三
ヶ
月
後
、﹁
馬
ノ
移
動
制
限
ニ
関
ス
ル

許
可
方
法
ニ
関
ス
ル
件
﹂
と
い
う
文
書
が
西
方
村
長

名
で
区
長
宛
に
出
さ
れ
ま
し
た
︒
軍
の
徴
発
等
に
関

連
し
、
馬
籍
を
有
す
る
馬ば

匹ひ
つ

の
移
動
や
売
買
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
を
、
馬
所
有
者
に
通
知
す
る
よ
う
に
と

の
連
絡
で
す
︒
参
考
と
し
て
農
林
省
・
陸
軍
省
発
行
の
﹁
馬
の

移
動
制
限
早
わ
か
り
﹂
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
内
容
を
確
認
す

る
と
、
基
本
的
に
５
歳
以
上
17
歳
以
下
の
馬
で
飼
養
場
所
が
市

町
村
間
を
移
動
︵
売
買
も
含
む
︶
す
る
場
合
に
、
市
町
村
長
の

許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
︒た
だ
し
、

牛
馬
商
で
は
な
く
農
家
や
運
送
業
者
な
ど
が
所
有
す
る
馬
は
許

可
の
必
要
な
く
自
由
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

西
川
村
外
二
ヶ
村
組
合
︵
後
の
宮
下
村
︶
の
役
場
日
誌
を
読

む
と
、
同
年
８
月
25
日
に
馬
匹
74
頭
の
動
員
下
令
が
出
さ
れ
、

29
日
に
は
徴
発
さ
れ
た
馬
を
す
べ
て
桧
原
馬
匹
集
合
所
に
集
め

て
点
検
、
そ
の
後
、
喜
多
方
町
︵
現
喜
多
方
市
︶
ま
で
馬
を
連

れ
て
出
発
し
て
い
ま
す
︒
桧
原
の
鈴
木
卓
家
に
は
、
こ
の
時
徴

発
さ
れ
た
牝め
す

の
馬
匹
受
領
證し
ょ
う
ひ
ょ
う
票
が
遺の
こ

さ
れ
て
い
ま
す
︒

13
年
４
月
９
日
に
は
馬
鍛た
ん
れ
ん錬

に
関
す
る
協
議
会
が
開
か

れ
、
以
降
、
宮
下
上
ノ
原
の
忠
魂
碑
前
に
お
い
て
馬
鍛
錬

会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
時
に
は
県
か
ら
鍛
錬
場
の
衛
生

検
査
や
軍
馬
補
充
部
に
配
属
さ
れ
た
軍
人
に
よ
る
﹁
軍
用

保
護
馬
﹂
検
定
検
査
な
ど
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
の
徴
発

等
に
備
え
て
い
ま
す
︒
ま
た
、
柳
津
村
︵
昭
和
17
年
か

ら
町
︶、
西
方
村
、
西
山
村
と
い
っ
た
他
町
村
の
軍
用
保

護
馬
を
集
め
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒
18
年

︵
１
９
４
３
︶
12
月
18
日
に
は
、
村
内
の
軍
用
保
護
馬
の

所
有
者
を
全
員
集
合
さ
せ
木
炭
搬
出
協
議
会
を
開
催
、
21

日
に
は
浅
岐
か
ら
木
炭
の
滞た
い

荷か

を
一
掃
す
る
た
め
、
軍
用

保
護
馬
を
用
い
て
の
搬
出
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
軍
用

保
護
馬
鍛
錬
班
の
解
散
式
は
、
戦
後
と
な
る
昭
和
21
年

︵
１
９
４
６
︶
５
月
29
日
に
大
登
の
某
家
で
行
わ
れ
ま
し

た
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
町
史
編
さ
ん
室
︶

▲ 昭和 12 年　徴発馬匹受領證票（桧原・鈴木卓家文書）

　今回のワークショップでは、参
加者それぞれが自分の記憶を手が
かりに、三島町の森林の変化と課
題、そして将来の可能性について
整理しました。国環研では、得ら
れた意見をとりまとめて役場に提
供するとともに、今後は広く町民
の皆さまのご意見をいただくアン
ケート調査の実施も検討していま
す。参加された皆さんからは「町
の森林についてもっと多くの人と
話してみたい」との声もありまし
たので、次回開催の際には、ぜひ
多くの皆さんにご参加いただけれ
ばと思います。

▲ 三島町の森林について過去・現在・未来について語りあう参加者たち

▲ 昭和 12 年　馬ノ移動制限ニ関スル許可方法
　 ニ関スル件（名入・坂内千之家文書）
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社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 
Inform

ation

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451
問会津坂下消防署　三島出張所  

☎ （52）3032 ／ FAX（52）3033

消 防 署 か ら の お 知 ら せ 会津坂下警察署からのお知らせ

　虐待はこどもの身体だけではなく心にも深い傷を
残し、健やかな成長や人格の形成に重大な影響を与
えます。

こどもを虐待から守る！！

11 月９日～ 11月 15 日

火を消して  不安を消して  つなぐ未来

＜４ つの習慣＞
１　寝たばこは絶対しない
２　ストーブの周りに物を置かない
３　火元（ガスこんろ等）から離れない
４　コンセントのほこりを掃除する

＜６ つの対策＞
１　安全装置が付いたストーブやこんろを使用
２　住宅用火災警報器を定期的に点検
３　寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使用
４　消火器を設置し、使い方を確認
５　避難経路と避難方法の確保
６　防災訓練や戸別訪問による地域ぐるみの防火
　　対策

令和７年　秋季全国火災予防運動

住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
－４つの習慣・６つの対策－

確認中

お悔み申し上げます

角田　タニ子　様（87 才・川　井）

町の人口と世帯（10月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

11 月分納税のご案内

【納期限　12 月１日㊊】
▼  国民健康保険税　　（普通徴収）（第４期）

▼  介護保険料   　　　 （普通徴収）（第４期）

▼  後期高齢者保険料    （普通徴収）（第４期）

　  忘れずに納付してください。

問町民課  町民係  ☎（48）5555

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との
比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届
出のあった人数です。

人口 1,295

増
減
数

0 出生 1

男 657 0 死亡 1

女 638 0 転入 1

世帯 666 2 転出 1

ご寄附ありがとうございました（９月分）

　　寄附件数 26 件　計 380,000 円

ふるさと納税

大石田友遊サロン
11月 10 日㊊
午前 10 時から
大石田集会所
川井友愛サロン
11月 10 日㊊
午前 10 時から
川井集会所
大登サロン
11月 10 日㊊
午後１時 30分から
大登生活改善センター
サロンなごみ
11月 13 日㊍
午前 10 時から
西方ふるさとセンター
間方いきいきクラブ
11月 14 日㊎
午前 10 時から
間方集会所
ひまわりサロン
11月 17 日㊊
午前 10 時から
町民センター

高清水・小山
いきいきサロン
11月 20 日㊍
午前 10 時から
高清水集会所
滝谷和楽塾
11月 21 日㊎
午前 10時から
滝谷集会所
浅岐あったかサロン
11月 25 日㊋
午前 10 時から
浅岐集会所
西方ほがらかサロン
11月 25 日㊋
午前 10 時から
森の校舎カタクリ
サロンないり
11月 28 日㊎
午前 10 時から
名入集会所

渡　部　利　子　様（福 島 県）

愛ばんしょ外来からのお知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

三島町ケーブルテレビ三島通信で
「健康教室」を放送中です。

　11 月は 「お風呂と温泉」です。
　ぜひご覧ください。。

菅家　トシエ　様（97 才・荒屋敷）

三　浦　真利子　様（福 島 県）
長谷川　市　雄　様（福 島 県）

愛ば んしょ外 来 からのお 知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

肩こりや眼精疲労に注意しましょう
　　　　　　　　　　　宮下病院　押部　郁郎
　寒さで肩をすくめる季節になると、肩こりや眼精疲
労を訴える方が増えてきます。長時間のスマホや読書、
細かい作業は目や首の筋肉に負担をかけ、血流を悪く
します。温かいお風呂で体を温め、適度な休憩とスト
レッチを心がけましょう。肩を回す運動や、温かいタ
オルで目元を温めるのも効果的です。疲れが続く場合
や頭痛、めまいを伴う場合は、他の病気が隠れている
こともあります。無理せず、日々のケアで快適に過ご
しましょう。

児童虐待とは、保護者等が監護するこどもに対し、
次の行為をすることをいいます。

身体的虐待
・暴力を振るう、投げ落とす
・激しく揺さぶる
・タバコの火をあてる、熱湯をかける
・自宅から追い出すなど

性的虐待

・性交や性的行為をする
・性器を触る、触らせる
・性器や性行為を見せる
・児童ポルノの被写体にするなど

怠慢・拒否（ネグレクト）
・食事や風呂などの世話をしない
・不潔な環境で生活させる
・家や車内に放置する
・他の家族による虐待の放置など

心理的虐待
・言葉による脅しや心を傷つける言動
・無視や拒否的な態度を取る
・こども以外の家族への暴力や暴言
・きょうだいへの虐待行為など

「しつけ」であっても体罰は虐待です。
令和２年４月に施行された『福島県子どもを虐待か
ら守る条例』でも、こどもの「しつけ」に際して体
罰を加えてはならないことが明記されています。
　また、令和４年 12 月には改正民法が施行されて
おり、懲戒権（制裁を加えること）の削除・体罰等
の禁止が明記されるなど、虐待の禁止に関しての法
整備も進んでいます。
　些細なことでも、児童虐待かなと思った場合は、
すぐに通報してください。

【通報先窓口】
児童相談所虐待対応ダイヤル　☎ 189（いちはやく）
緊急の場合は　☎ 110

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

荒　川　俊　延　様（川    井）

菅　家　政　義　様（荒屋敷）

 問社会福祉協議会　☎（52）3344
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に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
主
主
義
の
劣

化
が
、
特
に
民
主
国
家
で
進
ん
で
い
る

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
加
速
す
る
劣
化
と
連
動
し
、
民

主
国
家
の
経
済
も
閉
鎖
的
で
近
視
眼
的

に
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
、
民
主
国
家

ほ
ど
未
来
に
向
け
た
資
本
投
資
が
鈍
り
、

自
国
第
一
主
義
的
貿
易
政
策
が
強
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
見
て
お
り
ま
す
。

　

常
人
に
は
解
決
し
え
な
い
課
題
が

次
々
に
起
き
て
い
る
の
が
現
在
の
世
界

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
う
で
あ
る
時
勢
に
お
い
て

は
、
日
常
の
生
活
感
覚
を
忘
れ
ず
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

今
こ
そ
、
経
済
に
お
い
て
も
、
政
治

に
お
い
て
も
、
世
阿
弥
の
唱
え
た
「
離

見
の
見
」
と
い
う
、
物
事
に
対
す
る
個

人
の
感
情
や
思
い
込
み
を
排
除
し
、
客

観
的
に
見
る
こ
と
で
、
真
実
や
本
質
を

見
抜
い
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
現
状
を

打
開
す
る
会
心
の
一
手
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　

世
界
の
技
術
を
先
導
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
日
本
の
技
術
は
こ
こ
30
年
ほ
ど
停
滞
に

あ
え
い
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
停
滞
を
打
開
す
る
に
は
、
政
治

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

果
た
し
て
、「
若
者
が
選
挙
に
行
く
」
程

度
の
行
動
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
選

挙
や
投
票
に
力
を
注
い
で
も
、
結
果
は

変
わ
ら
な
い
と
い
う
確
信
が
国
民
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

数
十
年
続
く
政
治
の
停
滞
を
変
え
る

に
は
、
民
主
主
義
を
本
質
的
に
変
え
る

ほ
ど
の
、
稲
妻
の
炸
裂
の
如
き
衝
撃
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
世
紀
に
入
り
、
25
年
強
の
経
済
を

見
る
と
、
民
主
主
義
的
な
国
ほ
ど
、
経

済
が
低
迷
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
も
、
こ
と

ご
と
く
民
主
国
家
に
大
き
く
影
響
が
で

て
お
り
、「
民
主
主
義
の
失
わ
れ
た
20
年
」

と
呼
ん
で
い
る
学
者
も
お
り
ま
す
。
ま

た
、「
民
主
国
家
が
何
故
失
敗
す
る
の
か
。

原
因
は
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
浸
透
と
と

も
に
進
ん
だ
民
主
主
義
の
劣
化
で
は
な

い
の
か
」
と
い
う
学
者
も
多
く
い
ま
す
。

　

劣
化
を
象
徴
す
る
政
治
言
動
、
政
治

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
断
（
２
極
化
）

町
長
日
記
「
離り

け

ん見
の
見け

ん

」
の
視
点

～
世
阿
弥
に
学
ぶ
～

要警戒 !!
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